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i-STAT®アナライザーによる検査情報を一括管理 ウェブ経由だから院内の端末を選ばずに閲覧が可能
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電子カルテなどのHIS（病院情報システム）

LIS（臨床検査システム）や麻酔記録システムなど

Info HQ Express

ASTM（シリアル通信）や
HL7（IP 通信）を介して接続

それぞれのダウンローダーから
院内ネットワーク LANを通じて Info HQへ結果を送信

検査時に検査番号をバーコードリーダーで
読み取って頂くとシステム画面での確認が
容易になります

ICU 手術室 1 手術室 2 手術室 3 小児病棟

検査結果を随時
確認できます

病院のシステム上でも
結果参照可能です

i-STAT® アナライザーを様々な臨床現場でご活用頂くために、複数の科の検査結果を Info HQ で一括管理
上位システムへの接続で、院内全体での結果確認を実現

※1：患者 ID などのバーコードを読み取る運用の場合／※2：LIS：臨床検査システム、HIS：病院情報システム／※3：電子カルテの仕様に依存します／
※4： Info HQ が LIS に接続された場合のみに限ります。検査項目が増えた場合は、上位システムの仕様により、費用が発生することがあります。

● 結果は自動送信され、手入力は
不要※ 1

● Info HQ に記録された結果は
上 位 シ ス テ ム ※ 2 で も す ぐ に
確認

● 複数の診療科でお使いの i-STAT® アナライザーの結果を、
部門システムや電子カルテで参照

● HIS 経由でレセプト電算され※3、請求漏れを防止
● 複数の i-STAT® アナライザーを一括設定・管理
● 新たに i-STAT® アナライザーを追加する場合、または

他の科から移動する場合でも、上位システム追加の接続
費用は不要※4

● 検査結果を長期間保存
● 複数の i-STAT® アナライザー

の精度を一括管理
● カートリッジ使用数やエラー率

など統計レポートも作成可能

検査の効率化 医療品質の向上情報管理の効率化
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接続実績の一例

導入メリット

この他にも
豊富な接続実績が
御座いますので、

是非 営業担当者まで
ご相談ください。


